
テーマ２　北海道観光の魅力ＵＰ
　①「わが村は美しく－北海道」運動～地域の取り組みを支援します～

【背 景】 「わが村は美しく－北海道」運動第３回コンクールの実施

【ねらい】地域の活性化に貢献する団体及び活動を支援する市町村等を表彰し、

　　　　　　当該活動の普及及び農山漁村の発展に寄与する

○　北海道開発局は、「わが村は美しく－北海道」
　運動コンクール表彰実施要領（平成１４年６月２４日付　
　　け北開局農振第375-2号）及び同表彰審査委員会設置
　要領（平成１４年６月２４日付け北開局農振第375-3号）を定め、
　コンクールを実施しています。

○　旭川開発建設部は、

　①　第３回コンクールに係るブロック調査委員会　
　　を設置し、現地調査により応募団体をサポート
　　します。

　②　コンクールを通じて地域のさまざまな取り組　
　　みを広くＰＲします。

　③　地域にたくさんある「いいもの」を多くの人に　
　　伝えていきます。

展開イメージ



テーマ２　観光の魅力ＵＰ
②観光力・防災力の向上がつくる天塩川流域の地域振興

【背　景】　天塩川流域観光を展開するためにはガイドの育成が急務となっている。

　　　　　　流域の過疎化、異常気象が進行するなかで防災に対する住民の自助力、共助力の向上
　　　　　　が課題となっている。

【ねらい】　観光ガイド、防災教育インストラクターを兼ねたガイドの育成と防災研修地としての地域　
　　　　　　づくりを行い、流域の防災力向上と研修生等の受け入れによる地域振興を図る。

・平成１４年７月　天塩川新聞を創刊。
・平成１６年７月　天塩川流域ガイド発行。
・平成１６年１０月　北海道遺産に選定される。
・平成１６年１１月　朔北の大河「天塩川展」開催。
・平成１７年９月　天塩川テストツアー実施。
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展開イメージ

○北海道、地元観光協会、防災関係者等と協働して展開す
　る。

○取り組み概要
　 ・天塩川テストツアーの実施により、天塩川流域観光が緒

　　につくとともにガイド整備が課題としてあげられました。　
　　地域と連携して、観光と防災教育のスキルを備えたガイ
　　ド育成、及び流域内はもとより道内外から研修生が訪れ
　　る北の防災研修地づくりを進め、地域の安全性の向上と
　　地域の活性化に結びつくよう支援します。

○今後の展開
　 ・モニターツアーの実施により、観光ガイドの育成に必要

　　な課題と手法を探ります。　

　・地域の防災関係者が参加する勉強会を開催し、防災教

　　育に必要な課題と手法を探ります。

　　・我国を代表する防災教育キャンプをつくることができる
　　よう、天塩川の河川空間等を活用した魅力的なフィール
　　ドと教育プログラム、教育体制整備の実現性を探ります。

毎年開催されるカヌーツーリング

天塩川テストツアー（北海道命名の地の碑）

関係機関の協働により作成し
たパンフレット



テーマ２　観光の魅力ＵＰ

③朔北の大河・天塩川と松浦武四郎史跡巡り
さく　　　ほく

【背　景】　天塩川流域内の市町村では、地域活性化の具体目標として交流人口の増加、観光の発
　　　　　　展が期待されている。

【ねらい】　川にまつわる歴史を観光資源として活用し、北海道遺産「天塩川」の魅力を高める。

松浦武四郎　天塩川日誌の２４日間

松浦武四郎像（天塩町鏡沼海浜公園） 北海道命名の地の碑と松浦武四郎略年表

○NPO法人天塩川リバーネット２１と協働して展
　開する。

○取り組み概要

　 ・流域の歴史をアピールし、観光後進地とい
　　われる上川北部の貴重な観光資源である天
　　塩川の魅力をより多くの人に知ってもらうとと
　　もに、流域住民が川と人とのかかわりを思い
　　起こすきっかけとなるよう支援します。

○今後の展開

　 ・北海道の名付け親である江戸末期の探検
　　家松浦武四郎が天塩川流域を踏査した際の
　　足取りを伝える看板の設置を行い、天塩川と
　　流域の歴史を探ります。

展開イメージ

・平成１４年１０月　パンフレット「北の大河・天塩川と武四
　　　　　　　　　　　　郎」発行
・平成１６年７月　「天塩川と松浦武四郎」講演会の開催
・平成１６年１０月　天塩川が北海道遺産に選定される。
・平成１７年３月　天塩川を語るつどいの開催（中川町）
・平成１８年２月　天塩川を語るつどいの開催
　　　　　　　　　　　（美深町、風連町）

これまでの経緯


